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【重要事項】 
１．このプログラムを直接的または間接的に利用すること、あるいは利用できないことに

対する一切の損害に対して、NPO 法人ものづくり APS 推進機構および㈱アプストウェブ

は、賠償責任を負いません。 
２．このプログラムおよび関連資料は、本注意事項および著作権者の表示を除外しないこ

とを条件に、自由に複製および配布することが可能です。また、同条件のもとで、商業的

活動での利用が可能です。 
３．上記２項にかかわらず、プログラムの改変、逆コンパイルやリバースエンジニアリン

グ、公序良俗に反する活動での利用は禁止されています。 

上記の全項に同意していただいた場合のみこのプログラムを利用することが可能です。 
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1. はじめに 

 目的 

このマニュアルは、ＰＳＬＸプラットフォームを構築する上で利用可能なツールの操作方

法を解説しています。ＰＳＬＸプラットフォーム対応ソフトウェアとしては、ＩＴベンダ

ーよりすでに有償でいくつかの製品やサービスが提案されていますが、ここでは、ＮＰＯ

法人ものづくりＡＰＳ推進機構が提供可能な無償のツールについてのみ取り上げています。 

ここで取り上げるツールは以下の５つです。 
 
ツール名 内容 
PSLX 標準サーバ／クライアント 業務ドキュメントの照会や、追加、修正、削除依頼

に対応します。また、クライアントとしても振舞い

ます。 
MS-Excel データ連携ツール Ｅｘｃｅｌ上のデータとサーバとの連携を行いま

す。 
ガントチャート簡易ビューア ガントチャート表示用の業務ドキュメントを解釈

しダイナミックに表示を切り替えます。 
個別カスタマイズ支援ツール ＰＳＬＸサーバの設定ファイルや、ＲＤＢ、ＷＷＷ

サーバなどの定義ファイルを生成します。 
Ｗｅｂサイト構築用ファイル 小限の照会機能をもつＷＷＷサーバを実装する

ファイル一式です。 
 
 

 対象とする読者  

（１）対象とする読者 
この仕様書は、PSLX プラットフォームを構築する製造業のＩＴ担当者向けに書かれていま

す。また、ＩＴベンダーの PSLX プラットフォーム対応ソフトウェアを開発または企画す

る担当者に対しても重要な情報となるはずです。 

（２）必要とする知識・技術 
製造業の情報連携について、ある程度の問題意識をもった読者を対象としていますので、

製造現場の生産管理に関する基本的な知識をもっていることを想定しています。さらに、

ＩＴについて、システムを利用する立場から、基本的な事項が理解でき、多少の実務経験

があることを想定しています。 
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2. 実行環境の設定 

 SQLサーバの設定 

以下に、ＳＱＬサーバの設定方法の概略を説明します。SQL サーバ設定に関する詳細につ

いては、別途、PSLX Web サーバ構築ガイドを参照してください。 
 
手順 操作方法 
１ SQL Server 2005 または 2008 をインストールします。（Express 版は無償です。）

２ SQL Server Management Studio Express（無償ソフト）を起動します。 
３ オブジェクトエクスプローラで、データベースタブを右クリックし、“新しいデー

タベース”を選択します。 
４ データベース名を“PslxServer”とし、OK ボタンを押して新しいデータベースを

生成します。 
５ メニューから「ファイル」→「開く」→「ファイル」を選択するか、画面の“フ

ァイルを開く”アイコンを選択し、CD にある“PSLX-Server-1.2.001.sql”を選

択します。 
６ SQL 文が表示された状態で、“実行”ボタンを選択し、テーブルを生成します。 
 
 

 ODBCの設定 

データベースを利用する際には、以下のような ODBC の設定が必要となります。これは、

SQL サーバ以外のデータベース管理システム、たとえば Oracle や MySQL を利用する場合

についても同様となります。 
 
手順 操作方法 
１ コントロールパネルの「管理ツール」→「データソース（ODBC）」のアイコンを

クリックし起動します。 
２ システム DSN のタブにて「追加」を選択し、ドライバの中から SQL Server を選

択します。 
３ データソース名を“PslxServer”とします。 
４ 認証の方法は“ネットワークへのログイン ID で Windows 認証メカニズムを使う”

を選択します。 
５ “既存のデータベースを以下のものにする”をチェックし、コンボボックスの中
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から“PslxServer”を選択します。 
６ 「完了」ボタンで終了します。 
 
 

 ActiveMQの設定 

PSLX プラットフォーム上でのメッセージの送受信はメッセージキューを用いて実施され

ています。メッセージキューの管理システムは、オープンソースであるApacheのActiveMQ
や、Microsoft 社の MSMQ、そして IBM 社の WebSphereMQ などがあります。 

PSLX プラットフォームでは、上記の 3 種類のＭＱに標準で対応しています。ここでは、

AcitiveMQ を利用する方法について解説します。 
 
 
手順 操作方法 
１ Java のランタイム版の 新モジュールをインストールします。 
２ WWW サイトから ActiveMQ の実行モジュールをダウンロードします。 
３ ダウンロードしたファイルを解凍し、共通フォルダに移動します（たとえば

C:¥Program Files¥Apache Group など）。 
４ コンピュータがネットワークに接続されているかどうかを確認します。 
５ 解凍したフォルダの“bin¥activemq.bat”をダブルクリックし起動します。 
６ MS-DOS の画面が表示され、バッチフィルの実行経過が示されます。 
７ “Successfully connected …”と表示されれば正常に起動しています。（Ver.5.1.0

の場合） 
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3. PSLX標準サーバ／クライアント 

 動作環境 

PSLX 標準サーバ／クライアントは、次の環境で動作を確認しています。 
 
項目 動作環境 
OS Microsoft Windows XP SP3 
 .net Framework 2.0 以上 
 

 配布物の内容 

配布 CD-ROM の中で、「Tools」→「PslxServer」フォルダに、以下の内容のファイルが収

められています。 
 
ファイル名／フォルダ名 内容 備考 
PSLX-Server-1.2.003.exe 実行プロフラム  
PSLX-Server-1.2.003.aps 実行用定義ファイル  
pps-schema-1.0.xsd OASIS PPS 仕様 XML スキーマ PSLX 標準 
profile-pslx.xml PSLX 標準プロファイル PSLX 標準 
Pps.XXX.dll PSLX 共通コンポーネント PSLX 標準 
Apache.XXX.dll ActiveMQ 用インタフェース PSLX 標準 
Apstoweb.XXX.dll PSLX サーバモジュール  
plubins プラグイン用モジュール  
 

 インストールと起動方法 

本プログラムを起動するために、インストール手順はとくに必要ありません。CD-ROM の

該当ファイルを適当なフォルダにコピーするだけです。 
 
手順 操作方法 
１ CD の中の“PSLX Server”フォルダの内容をローカルに保存します。 
２ あらかじめ SQL Server および ActiveMQ を起動しておきます。 
３ 保存したフォルダにある“PSLX-Server-1.2.001.exe”をダブルクリックして実行
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します。 
４ 起動したらメニューから“通信”→“サーバ”を選択します。 
５ 監視するキューの名称を必要に応じて変更します。 
６ “PPS サーバ管理画面”において、「起動／停止」ボタンを押してサーバを起動し

ます。フォームのタイトルが“PPS サーバ管理画面（起動）”となります。 
７ メッセージが到着すると、画面に行が追加され、内容が表示されます。 
 
 

 データベース画面 

以下にＰＳＬＸサーバを起動した後の操作画面を示します。初期状態では、業務ドキュメ

ントとして標準で登録されたすべてのものがいくつかのメニュー項目に分かれて設定され

ています。メニューのどれかひとつを選択すると、その業務ドキュメントに設定された常

務プロパティが情報項目として設定され表示されます。 
 

業務ドキュメントに対応した
テーブルが３つの大メニュー
に分けて設定されています。

ここにあるのは、業務ドキュメントにある複数型
の業務プロパティのブロックに対応するもので
す。連結先として業務ドキュメントが対応します。

フィールドに相当す
る業務プロパティが
いくつかのタブに分
けて表示されます。

選択したテーブル
（業務ドキュメント）
のプロパティが画面
に表示されます。

画面の右半分はテー
ブル形式で表示され
ます。選択した行の
内容が左側のフォー
ムに表示されます。

 

 
 

 基本操作 

以下に基本的な操作方法を示します。 
 
手順 操作方法 
１ ツールバーについての操作について以下にまとめます。 
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レコードの選択
条件（フィルタ）
を設定します

参照モード／編
集モードを切り
替えます。

RDBからデータ

を読み込みます

RDBへデータを

書き出します

XML形式でファ

イルにデータを
保存します

XML形式でファ

イルからデータ
を取得します

 

２ 画面の表示方法を以下の３種類から選択できます。 

フォーム
形式画面

フォーム
＆テーブ
ル形式

テーブル
形式画面

 
３ フィルタ機能として、以下のフィルタバーを利用できます。 

フィルタ項目を
選択します

条件種類を
選択します

比較する値を
設定します

フィルタを
実行します

フィルタを
解除します

 
４ フィルタに関しては、列や、テーブル上のデータを右クリックすることで表示さ

れるポップアップメニュにて指定することが可能です。 

レコードをフィ
ルタします

レコードをグ
ループ化します

レコードを再
表示します  

 
 

 PSLXサーバ管理画面 

以下にサーバ管理画面の機能を示します。 
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サーバを起動ま
たは停止します

監視するキューの
名称を指定します

受信および送信
メッセージをファイ
ルに保存します

画面上のリス
トを消去します

追加、修正、
削除時にRDB
を更新します

メッセージ受
信後に再描
画します

メッセージ
受信後に
ビープ音を
鳴らします

メッセージの
到着時刻

メッセージの
通信ID

送信者（返信
用キュー名）

ドキュメントの
アクション種別

業務ドキュメン
トの名称

受信メッセージ
のファイル名

クリックすると
ファイル内容が
表示されます

返信メッセージ
のファイル名

照会時に毎回
RDBを参照します

メッセージ処理
の結果が表jさ
れます。エラー
の場合はその
内容が表示さ

れます。

ログ保存をチェック
した場合のみ表示

されます

 
 

 動作確認方法 

以下に動作確認方法を示します。 
 
手

順 
操作方法 

１ PSLX ドキュメントを生成するためにデモプログラムとして CR-ROM にある 
DocumentService¥C#¥Samples¥PslxDocumentService 
¥bin¥Debug にある“Pslx_DocumentService.exe”を起動します。 

２ 画面左上のコンボボックスから Add01 を選択し「送信内容」ボタンを押します。 
３ 実際に送信を行うために、 

MessagingService¥C#¥Samples¥PpsSimpleClient¥PpsSimpleClient¥bin¥Debug
フォルダにある Pps_SimpleClient.exe を起動します。 

４ ２で作成したメッセージをコピーし、送信内容のテキストボックスにペーストしま

す。 

メッセージを送信内
容にコピーします。
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５ PSLX サーバの管理キュー名を“AAA”に変更し、「起動／停止」ボタンで再起動し

ます。 
６ “ログ保存”チェックボックスをチェックしておきます。 
７ サンプルの PPS クライアント側で「送信」ボタンを押します。 
８ メッセージを受信し、正常に処理した場合には、以下のようにステータスが返信とな

ります。なお、正常にエラー処理を行った場合は正常処理となります。 
９ “ログ保存”をチェックした場合は、送信内容、受信内容をクリックすることで、メ

ッセージを参照できます。 
10 返信したメッセージが、クライアント側の受信内容に表示されます。 

処理結果

 
 
 

 ＰＳＬＸクライアント画面 

メイン画面において、メニューの「通信」→「クライアント」を選択すると、以下のよう

なクライアント画面が表示されます。同時に、サーバとクライアントを立ち上げることも

可能ですが、クライアントからは、リクエストを行う相手は、自分自身にはしないでくだ

さい。 
 

クライアントを
起動または
停止します

送信先のア
ドレスを指定

します

受信および送信
メッセージをファイ
ルに保存します

画面上のリス
トを消去します

メッセージの戻
り先のアドレス
を指定します。

メッセージ受
信後に再描
画します

メッセージ
受信後に
ビープ音を
鳴らします

データの照会、追
加、修正、削除を
実行します。

実行結果がここに
表示されます。

クライアントの処理を
照会、追加、修正、削
除から選択します。

 

 
手順 操作方法 
１ 起動／終了ボタンを押すとメッセージ送信ダイアログが表示されます。 
２ ボタンには“照会”、“追加”、“修正”、“削除”にいずれかが表示されています。 
３ 送信ダイアログ上のボタンを押すとメッセージを送信し、結果を表示します。 
４ フィルタによって条件を指定することが可能です。 
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●複数プロパティへのアクセス方法 
業務ドキュメント名以外のメニューは、複数型プロパティに対応する関連テーブルのため

のものです。これらの内容は、連結先となる親ドキュメント情報を以下のように指定する

必要があります。 
 

業務ドキュメント
名を指定します。

業務ドキュメント
の連結先レコード
IDを指定します。

上記２項目以外
に対象を限定す
るための条件を
指定します。

フィルタは画面
上で右クリックす
ると表示されるメ
ニューでも指定

できます。

情報が不足している場合
には、追加されるまで実

行しません。

 
 
 

 ユーザ拡張とカスタマイズ 

実装プロファイルを実行プログラムがあるフォルダに設定することで、その内容に応じた

業務ドキュメントと業務プロパティに限定することができます。また、ユーザ固有の業務

プロパティを追加することができます。 

ユーザにより拡張された業務プロパティは、その内容が実装プロファイルに記述されてい

ます。このファイルはファイル名が ImplementProfile.xml として、ＰＳＬＸ標準サーバの

実行プログラムがあるフォルダに置かれます。 
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ファイル名は固定です。
ImplementProfile.xml

ユーザ拡張として定義された
業務プロパティ  

図 実装プロファイルによる拡張プロパティの指定 
 
以下の画面は、上記の実装プロプロファイルを設定してＰＳＬＸ標準サーバを起動した場

合の画面です。このように、実装プロファイルを指定した場合には、そこで設定された業

務ドキュメントおよびその業務ドキュメントがもつ業務プロパティのみが表示されます。

ここでは、拡張項目という名称で、ユーザによって拡張された内容が扱えるようになって

いるのが確認できます。 
 

独自の名称を指
定できます。

対象ドキュメント
を限定します。

独自の拡張項目
を追加します。

 
図 拡張プロパティを設定した場合の画面 
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4. MS-Excelデータ連携ツール 

 動作環境 

MS-Excel データ連携ツールは、次の環境で動作を確認しています。 
 
項目 動作環境 
OS Microsoft Windows XP SP3 
 .net Framework 2.0 以上 
 Microsoft Excel 2000 以上 
 

 配布物の内容 

配布 CD-ROM の中で、「Tools」→「PslxExcel」フォルダに、以下の内容のファイルが収

められています。 
 
ファイル名／フォルダ名 内容 備考 
PslxExcel.exe 実行プロフラム  
Interop.Excel9.dll Excel インタフェースモジュール  
pps-schema-1.0.xsd OASIS PPS 仕様 XML スキーマ PSLX 標準 
profile-pslx.xml PSLX 標準プロファイル PSLX 標準 
Pps.XXX.dll PSLX 共通コンポーネント PSLX 標準 
Apache.XXX.dll ActiveMQ 用インタフェース PSLX 標準 
 

 インストールと起動方法 

本プログラムを起動するために、インストール手順はとくに必要ありません。CD-ROM の

該当ファイルを適当なフォルダにコピーするだけです。 
 
手順 操作方法 
１ フォルダにある PslxExcel.exe をダブルクリックします。 
２ 以下のような画面が表示されます。左はじの「開く」をクリックし、Excel ファイ

ルを指定します。拡張子は xls になっている必要があります。 
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３ 既存のファイルが存在しないか、新規に作業を行う場合には、キャンセルを押し

ます。この場合には、新規に Excel が表示されます。 
 

 画面の説明 

MS-Excel データ連携ツールの画面は以下のようになっています。 

 

 
 
 
 
番号 名前 説明 
１ 開くボタン 対象とする Excel ファイルを指定します。 
２ 保存ボタン Excel に表示された内容を PSXL 形式のメッセージとして

保存します。 
３ サーバアドレス サーバのアドレス（キュー名）を指定します。 
４ 照会ボタン サーバにデータを照会します。 
５ 追加ボタン サーバにデータを追加します。 
６ 修正ボタン サーバのデータを修正します。 
７ 削除ボタン サーバのデータを削除します。 
８ サーバ設定ボタン Excel 上のシートのレイアウトを指定します。 
 
 

 サーバとの連携方法 

Excel とサーバとの連携方法を示します。Excel はここではクライアントとして振舞うこと

になります。アクションの種類としては照会、追加、修正、削除の４種類です。連携に先

立って、まず、連携先となるサーバをあらかじめ起動しておく必要がります。また、照会

や修正などの処理を行う前提として、サーバ上に該当するデータがすでに設定されている

ことが必要となります。 
 
サーバ側： 
手順 操作方法 

８ ６ ５ 

７ ４ ３ ２ 1 
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１ ActiveMQ が起動していない場合には、起動します。bin フォルダにある

activemq.bat をダブルクリックします。 
２ サーバとしてここではＰＳＬＸ標準サーバを起動します。必要に応じて、ＲＤＢ

からデータを読み込みます。その場合には、「ファイル」→「ＲＤＢ入力」とし、

必要が業務ドキュメントをチェックして読み込みボタンをクリックしてくださ

い。 
３ サーバ管理画面でサーバを起動します。ＰＳＬＸサーバを起動し、「通信」→「サ

ーバ」を選択し、起動ボタンをクリックしてください。これで、ＰＳＬＸサーバ

はメッセージの到着を常に監視する状態となります。 
 
クライアント側： 
手順 操作方法 
４ 連携する Excel がすでに起動された状態にある場合、連携する情報を記述ために

あらたなシートを作成します。新規の場合には、すでに存在する空のシートを利

用することができます。 
２ シート名を連携する業務ドキュメント名（英語名）とします。連携する業務ドキ

ュメントが複数ある場合には、その数だけシートを生成する必要があります。 
３ シートのデザインを決定します。以下のように、業務プロパティ名を設定するタ

イトル行、データを設定するデータ行の開始位置、列の開始位置を設定してくだ

さい。 

 
４ タイトル行の列開始位置から、業務オブジェクトに属する業務プロパティ名（英

語）を設定します。空のカラムを設定することはできません。以下の例では、予

定作業（OperationSchedule）のプロパティを照会するためのものです。 

 

 
クライアント側： 
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操作 操作方法 
照会 Excel 連携ツール上でサーバ名をＰＳＬＸとしたままで、「照会」ボタンをクリッ

クします。この結果、照会メッセージが PSLX サーバに送られ、その結果が Excel
上に表示されます。 

 

 

追加 いったんデータ領域をクリアし、あらたにサーバに追加する内容を新規に追加し

ます。そして、Excel 連携ツール上で「追加」ボタンをクリックします。その結果、

サーバ側でレコードの追加が行われます。 

 

修正 サーバ上のレコードの内容を修正する場合には、Excel 連携ツール上で「修正」ボ

タンをクリックします。この場合に、各業務ドキュメントにおいて主キーとなっ

ている列がかならず存在していなければなりません。 

 

削除 サーバ上のレコードを削除する場合には、Excel 連携ツール上で「削除」ボタンを

クリックします。この場合に、各業務ドキュメントにおいて主キーとなっている

列がかならず存在していなければなりません 
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5. ガントチャート簡易ビューア 

 動作環境 

ガントチャート簡易ビューアは、次の環境で動作を確認しています。 
 
項目 動作環境 
OS Microsoft Windows XP SP3 
 .net Framework 2.0 以上 

また、ガントチャート簡易ビューアを Applet として単独で実行する場合には、以下のよう

な環境を想定しています。 
 
項目 動作環境 
ブラウザ Internet Explorer 8.0，7.0 および 6.0，FireFox 2.0，3.0 
Java Runtime  
Environment 

JRE 5.0 Update 17 および JRE 6.0 Update 12 

 
 配布物の内容 

配布 CD-ROM の中で、「Tools」→「PslxGantt」フォルダに、以下の内容のファイルが収

められています。 
 
ファイル名／フォルダ名 内容 備考 
PslxGantt.exe 実行プロフラム  
PslxGantt.htm 実行プログラムが内部で利用するHTML  
PslxGantt.xml 初期表示用の XML データ  
org.pslx.gantt.jar ガントチャートビューア Applet  
schema   

pps-schema-1.0.xsd OASIS PPS 仕様 XML スキーマ PSLX 標準 
profile-pslx.xml PSLX 標準プロファイル PSLX 標準 

Pps.XXX.dll PSLX 共通コンポーネント PSLX 標準 
Apache.XXX.dll ActiveMQ 用インタフェース PSLX 標準 
org.pslx.PpsDocments.jar 共通コンポーネント（Java 用） PSLX 標準 
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SampleX.html Applet 実行用サンプル  
A.xml, B.xml, C.xml Applet 実行用サンプル用データ  
jaxp-api.jar 
jsr173_api.jar 
sjsxp.jar 

org.pslx.PpsDocuments.jar で使用する

パッケージ 
 

 
 

 インストールと起動方法 
本プログラムを起動するために、インストール手順はとくに必要ありません。CD-ROM の

該当ファイルを適当なフォルダにコピーするだけです。 
 
手順 操作方法 
１ フォルダにある PslxGantt.exe をダブルクリックします。 
２ 以下のような画面が表示されます。アドレスバーに、表示するガントチャート情

報が設定された XML ファイルを設定するか、インターネット上の ULR を指定し

ます。 

 

３ ＨＴＭＬから直接アプレットを起動することもできます。たとえば、フォルダに

あるサンプルや、上記のプログラムで参照している PslxGantt.html をダブルクリ

ックすることでも起動できます。（ただし、機能は限定されます。） 
 

 画面の説明 
初期画面は以下のようになっています。この画面は、PslxGantt.xml を読み込んだ場合のも
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のです。 
 

 

３ １ ２ ４ ５ 

 
 
番号 名前 説明 
１ アドレスバー 表示するガントチャート情報のファイルまたはＵＲＬを指

定します。 
２ アクセスボタン 表示するファイルまたはＵＲＬにアクセスします 
３ 再読み込みボタン ここで指定した時間で自動的に再読み込みします。 
４ サーバ起動ボタン サーバの起動と停止を行います。 
５ 照会ボタン サーバにガントチャート情報を照会します。 
 
ガントチャートビューアは、PSLX メッセージからガントチャートを描画する Java アプレ

ットです。Web ブラウザ上で利用することができます。アプレット内の説明は以下のとお

りです。 
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3 

6 

4 

2 

1 

5 

 
 
番号 名前 説明 
１ ガントチャート画面 ガントチャート画面には、資源(縦方向)、日時(横方向)およ

び予定作業(中央部)が表示されます。予定作業は、帯状に表

示されます。帯は、色づけされ、作業の説明が表示されま

す。帯をダブルクリックすると、各作業の詳細が表示され

ます。 
２ 資源一覧 ガントチャートの資源一覧が表示されます。下部のスクロ

ールバーで、詳細を表示することもできます。 
３ 時系列 ガントチャートの日時を表す目盛りが表示されます。 
４ 時系列単位変更ボタン 時系列の単位を変更します。時系列の単位は、10 分、6 分、

15 分の間で変更できます。 
５ 時系列幅拡大縮小ボタ

ン 

時系列の幅を、拡大または縮小します。 

６ 資源項目拡大縮小ボタ

ン 

資源項目の高さを、拡大または縮小します。 
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 サンプルファイルの説明 

サンプルファイルには、ガントチャートビューアを表示するための標準的な構成が用意さ

れています。サンプルファイルに含まれる HTML のパラメータを変更することで、任意の

データまたはアプリケーションプロファイルを適用することができます。 
 
コード例:  PPS メッセージ「GanttData.xml」を読み込み、ガントチャートを表示する 
<applet id="viewer" width="600" height="400" codebase="./"  

code="org.pslx.gantt.GanttChartApplet.class" 

  archive="org.pslx.gantt.jar,org.pslx.PpsDocuments.jar, 

sjsxp.jar,jsr173_api.jar" mayscript> 

 <param name="datatitle" value="ガントチャート"> 

 <param name="datafile" value="GanttData.xml"> 

 <param name="schemapath" value="schema/pps-schema-1.0.xsd"> 

 <param name="profile" value="schema/profile-pslx.xml"> 

 <param name="fontsize" value="11"> 

 <param name="multirow" value="0"> 

</applet> 

  
 
 

 スキーマとプロファイルの指定 

ガントチャートビューアを利用するには、PPS スキーマ(pps-schema-1.0.xsd)およびアプリ

ケーションプロファイル(profile-pslx.xml)を指定する必要があります。サンプルでは、

“schema”フォルダに、PPS スキーマおよびアプリケーションプロファイルが存在するも

のとします。“schema”フォルダには、次のファイルが必要です。 
 

 pps-schema-1.0.xsd (PPS スキーマ) 
 profile-pslx.xml  (アプリケーションプロファイル) 
 java.policy.applet  (Java アプレットのセキュリティ設定) 

 
 各パラメータの詳細説明 

 
サンプルファイル(GanttTest.html)に含まれる HTML の中で、 
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<param name=”XXX” value=”YYY”> 

 
という形式で書かれた部分が、ガントチャートビューアのパラメータを設定する部分です。

XXX はパラメータ名、YYY は設定する値を表します。 
 
パラメータ名 説明 

schemapath PPS スキーマ(pps-schema-1.0.xsd)があるフォルダまたは URL を

指定します。 
既定値では schema/pps-schema-1.0.xsd となります 

profile アプリケーションプロファイルがあるフォルダまたは URL を指定

します。 
既定値では schema/profile-pslx.xml となります 

datafile ガントチャートとして表示するPSLXメッセージがあるパスまたは

URL を指定します。 
既定値ではドキュメントルート(HTML があるパス)となります 

fontsize ガントチャート上に表示される文字のサイズ 
既定値では 10 となります 

datatitle ガントチャートのタイトル 
 

 PPS メッセージとガントチャートの対応 

ガントチャートビューアでは、PPS メッセージの「OperationSchedule」ドキュメントと

「EquipmentRecord」ドキュメントに対応しています。 
 
資源項目は「EquipmentRecord」ドキュメントに対応しています。以下にその項目名を示

します。 
 

資源項目のプロパティ名 ガントチャートでの対応 
display-name 資源名(複数型に可能) 
display-row ガントチャート上の表示順 

(1 から項目数までの整数) 
equipment-id 資源 ID 
 
予定作業は、「OperationSchedule」ドキュメントに対応しています。以下にその項目名を

示します。 
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予定作業のプロパティ名 ガントチャートでの対応 

start-time-schedule 予定作業の開始時刻 
end-time-schedule 予定作業の終了時刻 
assign-equipment-id 予定作業に対応する資源 ID 
display-color 帯の色。 値は、R,G,B の順で各 0～255 の値で指定

します。 
display-name 帯に表示する説明。 

複数指定した場合は、順に中央、上部、下部に表示

され、4 つ目以降は表示されません。 

 
 JavaScript からの操作 

Java アプレットに対して JavaScript 経由でメソッドを呼び出すことで、ガントチャートビ

ューアを操作することができます。ガントチャートビューアで利用できるメソッドは、次

の通りです。 
 
関数の形式 説明 
load() setDataFile()または<param>タグで指定した PSLX メッセ

ージ(XML)を再読み込みします。 
load(String url) 指定した URL またはローカルパスにある PSLX メッセージ

を読み込みます。 
URL は、「file:」「http:」「https:」で始まるアドレスが指定

できます。相対パスで指定した場合、ドキュメントを基準に

した相対パスとなります。 
loadXml(String xml) 指定した PSLX メッセージを読み込みます。 

 
add(String url) 指定した URL にある PSLX メッセージを読み込みます。こ

のメソッドの場合、すでに読み込んだデータが引き続き保持

されます。 

addXml(String xml) 指定したXMLに書かれたPSLXメッセージを読み込みます。

このメソッドの場合、すでに読み込んだデータが引き続き保

持されます。 
getDataFile() 現在表示している PSLX メッセージのファイル名または

URL を取得します。 
setDataFile(String value) 表示するPSLXメッセージのパスまたはURLを指定します。
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コード例: ガントチャートビューア(viewer)へ data.xml を読み込みます 
var viewer = document.getElementById('viewer'); 

viewer.setDataFile('data.xml'); 

viewer.load(); 
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6. 個別カスタマイズ支援ツール 

 
 動作環境 

MS-Excel データ連携ツールは、次の環境で動作を確認しています。 
 
項目 動作環境 
OS Microsoft Windows XP SP3 
 .net Framework 2.0 以上 
 

 配布物の内容 

配布 CD-ROM の中で、「Tools」→「PslxTool」フォルダに、以下の内容のファイルが収め

られています。 
 
ファイル名／フォルダ名 内容 備考 
PslxTool.exe 実行プロフラム  
ProfilePSLX-XXX.csv 実行用定義ファイル  
pps-schema-1.0.xsd OASIS PPS 仕様 XML スキーマ PSLX 標準 
profile-pslx.xml PSLX 標準プロファイル PSLX 標準 
Pps.Documents.dll PSLX 共通コンポーネント PSLX 標準 
style.css サンプル表示用スタイルシート  
 

 インストールと起動方法 

本プログラムを起動するために、インストール手順はとくに必要ありません。CD-ROM の

該当ファイルを適当なフォルダにコピーするだけです。 
 
手順 操作方法 
１ フォルダ上の実行プログラム PslxTool.exe をダブルクリックします。 
２ 画面が表示さたら、「ファイル」→「開く」を選択し、すでに作成した実装プロフ

ァイルデータを読み込むか、新規の場合には、そのまま処理を開始します。 
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 画面の説明 

システムの画面の構成は以下のようになっています。 
 

５ 

３ 
１ 

４ 

６ 

２ 

 
 
番号 名前 説明 
１ 業務ドキュメントリス

ト 
選択された業務ドキュメントのリストを示します。 

２ 業務プロパティリスト 選択された業務プロパティのリストを示します。 
３ 業務プロパティ選択候

補リスト 
標準的に用意された業務プロパティのリストを示します。

４ 選択／削除ボタン 業務ドキュメントを選択または削除します。 
５ 移動ボタン 業務プロパティを移動または新規に追加します。 
６ 表示画面切り替え 表示画面を切り替え、Ｗｅｂブラウザで照会した場合の画

面をプレビューすることができます。 
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 データベース生成スクリプト 

選択された業務ドキュメント、業務プロパティに対応するＲＤＢの生成スクリプトを作成

することができます。 
 
手順 操作方法 
１ メニューから「ファイル」→「プロファイル」を選択します。 
２ ダイアログのＲＤＢドライバの値として、対象とするＲＤＢ管理システムを選択

します。また、必要に応じて、サーバ名、および各パラメータのデータ型を変更

します。 

 

３ 以下のメニューの中で、「ＲＤＢスクリプト」を選択します。 

 

 出力するファイル名を指定します。 ４

 
 Ｗｅｂサイト用ファイル生成 

選択された業務ドキュメントそれぞれについて、Ｗｅｂサイト上に照会用のＨＴＭＬとそ

に対応したページのデザインファイルを生成します。 れ

 
手順 操作方法 
１ 

表示画面を確認にします。ここでは、ダミーの値が設定されて表示され

あらかじめ表示画面切替タブでプレビューを選択し、現在の業務オブジェクトの

照会結果

Copyright © 2009 NPO 法人ものづくり APS 推進機構  2009/06/08 



   
 
 

30/35 

ます。 

 

２ メニューで、「ファイル」→「サイト構築ファイル」を選択します。 
３ バが存在する場合には、出力するフォルダ名を指定します。ローカルにＷｅｂサー

その公開しているフォルダを指定することもできます。 
４ を、ＷＷＷサーバの該当するフォルダにコピーまたはア

ル定義ファイル 

（３） ドキュメント名.htm ・・・設定した数だけ検索ページを生成します。 

作成した以下のファイル

ップロードします。 
（１） pslx-style.xsd ・・・表示用スタイ

（２） style.css ・・・スタイルシート 
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7. Ｗｅｂサイト構築用ファイル 

 動作環境 

MS-Excel データ連携ツールは、次の環境で動作を確認しています。 
 
項目 動作環境 
OS Microsoft Windows XP SP3 以降 
 .net Framework 2.0 以上 
 

 配布物の内容 

配布 CD-ROM の中で、「Tools」→「PslxWebServer」フォルダに、以下の内容のファイル

が収められています。 
 
ファイル名／フォルダ名 内容 備考 
request.aspx WWW サイト用実行ファイル PSLX 標準 
request.aspx.cs WWW サイト用実行プログラム PSLX 標準 
Web.config WWW サイト環境設定ファイル  
pslx-style.xsl 返信用スタイルファイル  
style.css HTML 用スタイルファイル  
pps-schema-1.0.xsd OASIS PPS 仕様 XML スキーマ PSLX 標準 
profile-pslx.xml PSLX 標準プロファイル PSLX 標準 
bin   

Pps.Documents.dll PSLX 共通コンポーネント PSLX 標準 
OperationSchedule.htm サンプル実行用 HTML ファイル  
 

 インストールと起動方法 

本プログラムを起動するためには、あらかじめ Web サイトとして IIS がインストールされ

ている必要があります。Web サイトへのコンテンツのアップロード手順は、以下のとおり

です。なお、Ｗｅｂサイト構築の詳細は、別途、PSLX Web サーバ構築ガイドを参照して

ください。 
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手順 操作方法 
１ IIS が管理するフォルダ wwwroot に配布プログラムのフォルダ一式をコピーしま

す。 
２ 「インターネット・インフォメーション・サービス」管理画面にて、このフォル

ダを PslxWebServer というアプリケーション名で登録します。 
 

チェック

該当フォルダを右クリックし「プロパティ」を選択

 
３ ASP.NET のタブを開き、バージョンを確認します。2.0 以上でない場合は、切り

替えます。 

 
３ 「ＯＫ」をクリックし終了します。 
４． 動作確認用のページとして 

http://localhost/PslxWebServer/OperationSchedule.htm 
をブラウザで入力し以下のページが表示されるかどうかを確認します。 
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 拡張およびカスタマイズ方法 

ユーザや業務の事情で、照会したい業務ドキュメントの種類や、業務プロパティの種類が

変更になる場合がよくあります。このような場合には、ある程度エンドユーザに近い部門

の担当者でも、Ｗｅｂサーバ上の照会項目や照会内容を変更または追加することができま

す。 
 
手順 操作方法 
１ 個別カスタマイズ支援ツールを起動し、照会したい業務ドキュメントを選択しま

す。 
２ 選択した業務ドキュメントに対して、照会したい業務プロパティの項目を選択し

ます。 
３ プレビュー画面で、ブラウザからの表示形式のイメージを確認します。 
３ メニューの「ファイル」→「サイト構築フィル」を選択し、出力先のフォルダを

選択します。こおでは、Web サイトである Inetpub¥wwwroot¥PslxWebServer
フォルダを選択します。 
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 操作方法 

実際の操作としては、インターネットのクライアント側から照会画面に対して実施されま

す。照会する URL は、インストールしたＷＷＷのアドレスで固定ですが、カスタマイズ作

業で指定した業務ドキュメントについては該当する英語名のページが自動生成されていま

す。名称については、業務ドキュメントリファレンスを参照してください。 
 
手順 操作方法 
１ クライアントが、Ｗｅｂブラウザからサーバの照会用HTMLファイルにアクセス

します。照会用ＨＴＭＬは、業務ドキュメントごとに異なる名称で設定されてい

ます。たとえば、予定作業の場合には、 
http://localhost/PslxWebServer/OperationSchedule.htm 
となります。 

２ 該当するページが表示されます。すべてのデータを照会する場合にはそのまま検

索ボタンをクリックします。特定の条件を指定する場合には、該当するプロパテ

ィの個所に値を設定し、さらに条件を選択します。これらの条件はＡＮＤとして

認識されます。 
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３ 該当するデータがＲＤＢ上に存在する場合には、検索結果が以下のように表示さ

れます。 
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